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令和６年度稲城市地域自立支援協議会（第２回） 

〈議事録〉 

 

日 時：令和６年 10月７日（月） 

15時 30分～17時 00分 

場 所：地域振興プラザ４階 大会議室 

 

１ 議題 

⑴ レスポーいなぎ大丸及び＋laughイナギの視察（参加者６名） 

⑵  相談支援部会報告 

⑶  実績報告 

①レスポーいなぎ大丸 ②＋laughイナギ 

⑷  その他 

稲城市障害福祉プラン（わかりやすい版）について 

 

２ 出席者 

 ⑴ 委員 

役職 氏名 選出区分 組織名等 

会長 藏野 ともみ 学識経験者 大妻女子大学 

副会長 青野 修平 教育・雇用関係者 社会福祉法人 正夢の会 

 石川 哲 福祉サービス  

 村上 愛美 福祉サービス事業者 社会福祉法人 正夢の会 

 熊倉 恵美 保健・医療関係者 東京都南多摩保健所 

 津野 由記子 保健・医療関係者 島田療育センター 

 櫻井 真紀子 教育・雇用関係者 都立多摩桜の丘学園 

 進藤 直人 障害当事者団体 稲城市身体障害者福祉協会 

 髙野 玲子 障害当事者団体 稲城市精神障害者家族会 

 狩野 和枝 稲城市民生児童委員協議会 民生児童委員 

 

⑵ 事務局 

稲城市 福祉部 

障害福祉課 

眞下課長、中山係長、森橋係長、森下、大山、江藤 

稲城市社会福祉協議会 山崎 

マルシェいなぎ 木下 
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⑶ 傍聴者 ６名 

 

３ 配付資料 

資料１   令和６年度 稲城市地域自立支援協議会 委員一覧 
資料２-１ 令和６年度 第２回相談支援部会 報告 
資料２-２ 前回の居宅介護事業者連絡会でいただいた意見 
資料２—３ 認定調査のご案内(訓練等給付)  
資料３   実績報告 ①レスポーいなぎ大丸 ②＋laughイナギ 

資料４   稲城市障害福祉プラン（わかりやすい版） 

 

４ 議事内容 

 ⑴ 議題 

①  相談支援部会報告 

令和６年度第２回相談支援部会について事務局から報告を行い（資料２）、委員か

ら以下の意見があった。 

№ 委員からの主な意見 事務局の説明 

１ 認定調査のご案内（訓練等給付）につ

いて、児童発達支援や放課後等デイサ

ービスの利用者向けになるのか。 

ご案内は３種類の様式があり、対象者

にあった様式でご案内するように改定

した。 

 

②  実績報告 

レスポーいなぎ大丸及び＋laughイナギの実績について事務局から報告を行い（資

料３）、委員から以下の意見があった。

№ 委員からの主な意見 事務局の説明 

１ 実績報告（＋laughイナギ）の資料に

ついて、事前の資料送付時は「協議会

へ伝えたいこと、相談したい事」とい

う記載があったが、当日資料に記載が

ないのはなぜか。 

本日は、時間の関係で次回の協議会で

改めて議題にさせていただくようにし

た。 

 

③  その他 

稲城市障害福祉プラン（わかりやすい版）について事務局から報告を行った。（資

料８） 

№ 委員からの主な意見 事務局の説明 

１ 今後は、どう活用していくかが大事で

あると感じる。 

 

２ どのように周知していくのか。 庁舎、図書館での配架。市㏋での配信

を検討している。 
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レスポーいなぎ大丸及び＋laughイナギの視察に関して、参加者から以下の感想が

あった。 

№ 委員からの主な意見 事務局の説明 

１ 大変勉強になった。少しずつ稲城が変わ

っていくことを実感できた。 
 

２ 情報の共有ができて良かった。  

３ 事業者が熱心で、待ち望んだ当事者が

喜んでおり、今後の期待ができると思

う。ただ、ジューススタンドの入口の

表示がないため、購入者がわかりづら

いと感じた。梨ジュースが美味しかっ

た。 

 

４ 事業所の従業員の対応が良く、利用者

がリラックスして過ごしていた。 
 

５ 重度障害の方が当たり前にいる景色を

稲城でも作りたいという言葉が印象に

残った。 

 

６ 勉強になり、視野が広がった。現場で

働いている方達で意見交換や理解を深

める場があっても良いと感じた。 

 

 

 

以上 


